
対象 ： 淀川区内で活動を行っている事業所

淀川区まちづくりセンター

アンケート実施期間　：　令和元年７月～８月

事業所における地域活動との連携に関する調査結果



《 その他 》

・うちわ寄贈
・ＮＰＯ連絡会一員として地域に係る
・地域に還元していきたいがなかなか繋がらない。
　健康増進の為に医師たちによる勉強会を実施しているのにもったいない。
・会員が各々地活、町会、子ども会などに関わっている
・以前は町会に加入していたが、昨年中央区へ移転。
・新大阪アメニティソサエティに加入
・防火協力会、交通安全協会等に参加
・淀川花火大会時は屋上を一般開放している
・商店街のイベントの手伝い、場所の無料提供、商店街活性化のためのイベント開催
・第七藝術劇場の情報発信
・人権推進員を20年だが、この5，6年は大学教員をして活動から遠のいている
・NPO助け合いに賛同
・町会の掲示板の設置
・広報紙等の設置、社会福祉協議会からの依頼でポスター等掲出、認知症サポーターの取り組み
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特に何も関係ない 

関心があるが関わり方がわからない 

行事で場所の提供を行っている 

地活協の構成員として活動している 

定期的にまちの清掃を行っている 

こども110番の指定場所となっている 

行事に参加している 

町会に加入している 

行事に協賛している 

現在の町会や地域との関わりは？ 
※複数回答可 

回答数 



《 その他 》

・キラキラまつり
・福祉活動「元気の出る会」に参画。
・地域でのまつり・他イベント、ふれあい喫茶、食事会、100歳体操
・ふれあい喫茶、食事会
・協賛金のみ
・三津屋音楽祭を地活で一緒に主催している、商店街活性化の様々なこと 
・ふれあい食事会、ふれあい喫茶、、クリスマス会、百歳体操
・講演等区社協とコラボ
・十三キラキラ祭り、淀川アオクスル祭り、新大阪あさがお市
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もちつきイベント 

地域の運動会（学校の運動会除く） 

敬老会イベント 

歳末夜警 

地域が実施する清掃活動 

防災訓練（小学校区単位） 

盆踊りなど夏のイベント 

「行事に参加してる」と回答した中で 

参加している・したことがある行事は？ 
※複数回答可 

回答数 



《 その他 》

・毎月機関誌を町内会の全世帯に配布している。
・講師として医師を派遣できる。病気予防、健康増進のための講演や相談など。
・春祭りの際のようなほかの専門学校がされているようなお手伝いであればできるのではないか。
・すでにチラシなどの設置、掲示などは行っている
・高齢者に対しての広報誌やチラシのけ設置、ポスターの掲示
・場所の提供
・AEDの設置
・１～３可能ですが制限があります。
・金銭が絡むもの以外は前向きに対応します。
・空きスペースがあればポスターパンフなどの設置可能

28 

8 

45 

68 

83 

特に何もできることは思いつかない 

広告掲載によって広報誌発行費用への資金提供ができ

る 

事業活動に関連して、地域住民に情報を提供できる 

地域行事などの取り組みに関するポスターを掲示できる 

地域活動に関する広報誌やチラシを設置できる 

地域の情報発信において 

どのような協力が可能ですか？ 
※複数回答可 

回答数 



《 その他 》

・災害発生時、場所提供をしたいが、どのようにしたらいいか知りたい
・マニュアル等はないが要望があれば対応できる。
・総務省防災マニュアル、大阪市防災マニュアルを基本にしています
・当社ビルは津波発生時における避難ビルに指定されている
・工場の防災訓練に招待
・避難訓練
・大阪市が津波避難ビルと指定
・父子連携、大阪透析医会と連携
・定期的に防災の勉強会を企画・実施
・作成中

22 

23 

23 

68 

69 

82 

特にない 

来客者の安全確保と避難誘導のためのマニュアルを作

成 

地域との連携を強化するため、地域の防災訓練に参加 

従業員を対象とした防災訓練を実施 

従業員が帰宅困難となることを想定して、備蓄などの対

策 

災害発生時の対応について、マニュアルを作成 

災害発生に備えて、 

どのような取り組みをされていますか？ 
回答数 



《 その他 》
・淀川区に関しては特にない
・どのような事ができるかまちセンと相談したい。
・津波時避難をして身を守ることができる公共施設はどこか知りたい。
・特にないが、逆に何かあれば聞きたい

26 

23 

33 

40 

64 

73 

特にない 

物品・場所の提供について 

災害発生後の安否・安全確認などの情報伝達について 

避難所生活が長引いた時、どのように協力・連携できる

か 

災害発生時にお互い協力しあえることがあるか 

地域で想定している被害状況や、その対応について 

防災に関して、地域と 

協議・連携したいことは何ですか？ 
回答数 



《 その他 》
・放課後・休日の子どもたちの居場所
・健康セミナー、病気予防のためのセミナ、中立的な位置づけでのセカンドオピニオン、サードオピニオンができる。
・通訳の手伝い。災害時に新大阪駅で外国人の長蛇の列を見かけました。
・0～2歳児対象のぴよぴよクラブ月2回開催。幼児・小学生対象の工作会など年5回開催。
・淀川区に関してはとくにない
・既にしている。
・子ども食堂
・講演の啓蒙活動の促進
・大阪府の消費者フェアや福島区のイオンリテールで活動発表のパネルやリサイクル展を開示しています。
本部は淀川区にあるので地域での活動の場が広がればうれしいです。
・何かあれば声をかけてほしい
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特にない 

機材・車両の貸し出し（イベント時の荷物搬入等） 

児童の登下校の見守り活動 

事業所敷地内の緑化を進めて行くこと 

イベントの参加賞・景品等の提供 

地域が実施している地域清掃を合同で実施すること 

イベント時の設営の手伝い 

地域行事などで、ブースを出すこと 

「こども110番」に登録すること 

イベント広報の協力（ポスターの掲示やチラシの設置… 

今後どのような地域連携ができるとお考えですか？ 
回答数 



《 その他 》

・地域にとって、事業所がメリットのあるものと感じられてもらえるように働きかけが必要
・地域側の受け入れ態勢（連絡方法など）がしっかりイメージされてること
・施設側から地域への情報発信
・会社の代表が住んでいる地域のため、情報は入りやすいです。昔からの付き合い等もあり、顔見知りも多いです。
・連携することによる両者のメリットが明確であること
・エリアの大阪市淀川区詳細図が欲しい。 
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特にない 

地域連携することによる事業所側のメリットが明確である

こと 

防災や福祉など具体的なテーマで話し合う場があること 

区役所など公的機関が、地域連携しやすい場を提供す

ること 

地域から具体的な要請があること 

地域の情報が常に提供されていること 

地域との連携を進めるためには、 

どのようなことが必要だと思われますか？ 
※複数回答可 

回答数 



福祉施設 

17% 

教育・学習支援 

13% 

製造 
11% 

金融・保険 

9% 

その他サービス 

9% 

医療施設 

6% 

複合サービス 

5% 

卸売 
3% 

飲食店 
3% 

宿泊 

3% 

建設 

3% 

運輸 

2% 

小売 
2% 

不動産 
1% 

その他 

13% 

回答企業の業種 


